
子宮疾患の予防は
分棚前の管理から

繁殖機能回復に関わるエネルギー状態の重要性
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ご存じの通リ、乳牛の乳量は遺伝的改良や飼養管理技術の発展により飛躍的に増加

しています。その一方で、問題となっていた空胎日数や分娩間隔の延長は、 2011年度を

ピークに縮小傾向になり、少しずつ改善傾向が見られています。しかし平均産次数は平

成に入ってからは常に3産を下回り、また疾病での除籍頭数も減少傾向にはありますが、

10年以上も繁殖障害が卜ッフを維持しています（図1）。

繁殖成績低下の要因は、分娩後の乳生産に必要なエネルギーに比べて、飼料からの

摂取エネルギーが不、足する負のエネルギーバランス（NEB）が過度になっていることが

問題であるという記事や研究報告をよく目にすると思います。このNEBが分娩後の卵

巣機能回復や子宮修復を遅らせる要因となり、その結果、受胎率の低下や受胎の遅れ

につながること、また分娩後のNEBは分娩前からのエネルギーなどの栄養状態に影響

を受けることが明らかとなってきました。従って、繁殖成績を改善させるためには、

分娩後の卵巣機能回復や子宮修復の過程を知り、それぞれどのような栄養要因に関係す

るのかを理解することが重要です。（筆者）

乾乳期の栄養管理が

分娩後の卵巣機能回復を左右

卵巣機能の回復

図2は分娩後約3週間の卵巣の様子を示

しています。どんな牛も分娩直後は、それ

までの妊娠を維持してきた黄体（分娩後では

もう機能しない自体となっている）が確認さ

れます。この時、超音波画像診断装置（エコ

ー）ではまだ卵胞を確認することができませ

ん。その後、約5日目から小さな卵胞がた

くさん現れます。そして卵胞はどんどん大

きくなり、 10～14日目には直径8.5mm以

上になる主席卵胞が選ばれ、他の卵胞は小

さくなっていきます。

生理学に基づいτ考えれば、排卵を妨げる
黄体がない（＝プロジェステロンが分泌され

ていなし、）状況で大きな卵胞があれば排卵す

る方が当たり前です。しかし栄養学的な観

点で、いうと、栄養が使われる優先順位とし

て「繁殖」は後回しで、この時期は圧倒的に

乳生産が優先です。さらに子宮がまだ修復

しておらず妊娠できないため、こんなに早

く排卵することに意味はないといえます。

しかし子宮疾患がない場合には、この時期

に排卵した方が、早く卵巣周期が正常にな

るため発情を見つける機会が増え、早期受

胎につながるといわれています。従って、

まだまだ授精する時期ではなくてもこの時

期に排卵する方が、適期受胎につながると

考えられます。

分娩前後の栄養状態と卵巣機能回復

この分娩後3週間くらいに排卵する牛と

しない牛に、栄養状態の違いがあるのでしょ

うか。これまでにさまざまな研究が行われ

てきました。NEBという言葉が出てきたこ

ろは分娩後に焦点を当て、分娩後に高エネ

ルギー飼料給与、もう少しピンポイントで

グルコースの基になるグリセリンやプロピ

レングリコールの給与、もっと局所的に卵

胞の成熟を促進させるホルモン（インスリ

ン）の投与実験がされていました。しかし、

どれもあまり排卵に結び付きませんでした。

そして研究が進むと分娩後のNEBは分娩前

からの影響が大きいことが分かり、分娩前

に焦点を当てると分娩前の採食量が多い牛

やNEBが良好な牛では排卵し、また分娩前

の高エネルギー飼料給与が排卵に結び付く

ことが明らかとなりました。つまり、早期

：／受胎に結び付く分娩後3週間以内の排卵を

引き起こすためには、分娩前からの管理が

重要であるといえます。

分娩後の子宮修復

多くの牛で分娩後の子宮は細菌汚染され

ているものの、牛の免疫力や子宮収縮によ

り45～50日目頃に修復するといわれてい

ます。しかし、難産などのけん引により子

宮が傷ついた場合や何らかの理由によって

主席卵胞になるのは基本的に 1つだけで

すが、たまに2つや3つもの卵胞が主席卵

胞といわれる大きさまで成長することもあ

ります。それはこの時期に機能しなくなっ

た妊娠黄体（自体）しかなく、卵巣や脳およ

びその周辺から分泌されるさまざまなホル

モンをコントロールする主に黄体から分泌

されるホルモン（フロジェステロン）が産生

されないためです。その後、この選ばれた

主席卵胞はどんどん大きくなっていきます。

ここまでは多くの乳牛に見られる卵巣の様

子です。

図1 過去 10年間の疾病での除籍理由別頭数

しかしこの後、この主席卵胞をそのまま

排卵する牛と排卵しない牛に分かれます。

排卵しない牛の卵胞のその後は、小さくな

って新しい卵胞が現れるものと、この卵胞

がますます大きくなって嚢腫（のうしゅ）化

するものに分かれます。どちらが普通なの

かというと非常に難しいところです。卵巣
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図2 分娩後の卵巣の模式

胎盤停滞になった場合は、 子宮内膜炎を発

症する確率が高くなります。このような牛

のほとんどは受胎が遅れ、授精回数の増加

や空胎日数の延長につながりますが現在、

さまざまな診断方法が確立されつつありま

す。恐らく現場普及も急速に進み、適切な

治療をされるようになかこれらが原因で

受胎が遅れる牛は減るのではないかと期待

しています。

では、疾病ではない牛はどうでしょうか。

実は牛によって子宮修復過程はさまざまで

主に3パターンに分類されます。

1つ目は子宮疾患のない牛の約5～8割

の牛で見られる修復過程で、分娩後の時間

の経過とともに徐々に子宮は収縮して悪露

（おろ）などが排出され、分娩後5週目には

元に戻るパターン。これが正常であるとい

えます。2つ目として、分娩後3～5週目

くらいに子宮の収縮がいったん止まるパタ

ーンで、約 1～3割の牛で確認されます。

収縮が止まると悪露の排出も止まるため外

見的には修復したかに見えますが、 子宮内

はまだまだ汚れておかしばらくするとま

た排出されます。3つ目は子宮の収縮がと

てもゆっくり進む牛で、途中で悪露の排出

が止まることはありませんが、だらだらと

2カ月間ほど出続けます。それでも最終的

には修復するので多くの牛は受胎しますが、

修復が遅れる牛では卵巣機能回復が遅れ、

当然ながら早期に授精できる状況ではない

ため受胎は遅くなります。

分娩前後の栄養状態と子宮疾患・子宮修復

いったん排出が止まる牛や排出が遅れる
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牛、さらに

子宮内膜炎

などの疾患

が見られた

牛では正常

に修復する

牛と比べて

栄養状態が

異なるので

しょうか。

実はこれに

ついてはま

だ調査途中

です。近年、 子宮内膜炎の診断が確立され

つつある状況なので、疾病ではない一見健

康な牛での子宮修復の評価はまだはっきり

しません。それでも現時点で、分かつてきた

ことについて述べていきます。

いったん排出が止まる牛に関しては、正

常な修復の牛に比べて、エネルギー状態は

大きく変わらないものの、ルーメン内の炭

水化物とタンパク質のバランス（窒素利用効

率）を反映する血中尿素態窒素濃度（BUN)

が分娩後に高い傾向にあります。理由は諸

説ありますが、 高いf?UNは受胎率低下につ

ながると以前からいわれています。そして、

排出が遅れる牛では分娩後に肝機能の低下

または障害が確認され、恐らく免疫機能が

低いことが要因であると思われます。そし

て子宮疾患が見られた牛では分娩前からエ

ネルギー状態が低く、肝機能も低下してい

ることが確認され、それに加えて分娩直後

から血中カルシウム濃度が低いことも明ら

かになっています。前号で述べた通り、カ

ルシウムは筋肉収縮作用があるため、胎盤

や悪、露の排出が遅れる要

因であるといえます。

従って子宮修復に関し

ては、 遅れる牛は分娩後

の管理、疾病に至る牛は

分娩前からの管理が重要

であるといえます。

く〉 く〉 く〉

このように分娩前の栄

養管理、 主にエネルギー
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やそれに付随する肝機能や免疫機能に問題

があると分娩後の卵巣機能回復遅延や子宮

疾患につながり、その管理の失敗が分娩後

にも引き続くと疾病に至らなくても子宮修

復が遅れることを理解し、ただけたと思いま

す。疾病には含まれなくてもこれらの繁殖

機能回復に対する問題は不受胎につながる

ため非常に重要です。しかしエネルギーを

重要視しすぎると別なことが理由で繁殖機

能回復が遅れることも分かつてきています。

次回は分娩後の繁殖機能回復に関わる乾

乳期の微量要素について取り上げます。
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